
これからの医療現場を担う経営人材のための機関紙

一般社団法人日本医療経営実践協会　〒104-0032�　東京都中央区八丁堀三丁目20番5号 S-GATE八丁堀9F　TEL.03-3553-2906　http://www.JMMPA.jp/

医療経営士ニュース

32023 月号

毎月1回発行（通巻145号）
編集：日本医療企画

Vol.145

9,100円（税込）
16,000円（税込）　両分野受験者
14,000円（税込）　

【お問い合わせ・お申し込み先】　一般社団法人日本医療経営実践協会事務局　☎03-3553-2906　http://www.JMMPA.jp/

医療経営士 資格認定試験3級 2級

同僚や
お知り合いの方に
ご紹介ください

第39回「医療経営士3級」 第25回「医療経営士2級」

受験資格

試験会場

受験料
※手数料別途

団体受験	 ◇受験者10名を超える場合、団体としてまとめてお申し込みできます。
	 ◇一定の条件を満たした場合、認定会場制度をご利用できます。※審査があります。

※受験エントリーにはマイページへの登録が必要になります。
　詳しくは協会ホームページをご確認ください。

年齢、学歴、国籍等の
制約はありません

3級資格認定試験合格者かつ、
本協会正会員

札幌・盛岡・仙台・さいたま・東京・金沢・
名古屋・大阪・広島・高松・福岡・鹿児島・那覇

札幌・仙台・東京・金沢・名古屋・
大阪・広島・高松・福岡・那覇

分野受験者
（分野合格者）

医療経営士　資格認定試験　日程
試験日

4月25日火受験料支払締切日

4月3日月～4月24日月受験エントリー期間

611日2023年

受
験エントリー

4月3日月
開始!!

総計
12,328人 
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重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

　

３
級
試
験
に
合
格
し
、
日
本

医
療
経
営
実
践
協
会
に
入
会
す

る
と
医
療
経
営
士
と
な
る
が
、

学
生
は
入
会
金
・
年
会
費
と
も

に
不
要
で
入
会
が
可
能
。
学
生

会
員
と
し
て
一
般
会
員
と
同
等

の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
。

　

各
地
域
の
支
部
に
て
開
催
さ

た
医
療
経
営
士
３
級
資
格
認
定

試
験
に
お
い
て
、
学
生
の
受
験

者
数
は
累
計
で
５
７
４
名
、
合

格
者
は
１
９
５
名
と
な
っ
て
い

る（
図
２
）。
累
計
の
合
格
率
は

34
％
と
実
務
経
験
の
な
い
学
生

に
と
っ
て
は
難
関
試
験
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
学

生
の
う
ち
に
合
格
し
、
資
格
を

取
得
で
き
れ
ば
大
き
な
ア
ド
バ

ン
テ
ー
ジ
に
な
る
と
も
言
え
る
。

　

在
学
中
に
合
格
を
果
た
し
た

方
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
受
験
し

た
動
機
を
聞
く
と
、「
将
来
的

に
医
療
機
関
向
け
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
等
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

い
た
い
と
考
え
て
お
り
、
医
療

特
有
の
知
識
を
身
に
つ
け
た
か

っ
た
」「
医
師
免
許
を
取
っ
た

後
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
、
学
生

の
う
ち
に
受
験
し
て
お
く
の
が

良
い
と
思
っ
た
か
ら
」
な
ど
の

回
答
が
あ
っ
た
。
試
験
を
受
け

る
こ
と
の
意
識
の
高
さ
が
、
在

学
中
に
合
格
を
果
た
す
た
め
の

　

医
療
機
関
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

す
る
上
で
必
要
な
知
識
、
能
力

を
有
し
、実
践
的
な
経
営
能
力
を

備
え
た
人
材
と
し
て
２
０
１
０

年
に
誕
生
し
た
資
格
が
医
療
経

営
士
だ
。
現
在
全
国
で
約
１
万

２
０
０
０
名
の
医
療
経
営
士
が

活
躍
し
て
い
る
。

　

勤
務
先
別
内
訳
は
図
１
の
と

お
り
で
、
最
も
多
い
の
が
「
医

薬
品
製
造
販
売
」。
次
い
で
「
医

薬
品
卸
」、「
医
療
機
関
」
の
順

と
な
っ
て
い
る
。「
金
融
機
関
」

「
医
療
関
連
企
業
」
も
合
わ
せ
、

一
般
に
「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
業
界
」

と
言
わ
れ
る
分
野
の
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
医
療
経
営
士
が
広
く
活

躍
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
38
回
実
施
さ
れ

ヘ
ル
ス
ケ
ア
業
界
の
就
職
活
動
と
い
え
ば
製
薬
企
業
や
医
療
機

器
メ
ー
カ
ー
が
ま
ず
頭
に
浮
か
ぶ
だ
ろ
う
。し
か
し
、近
年
で
は

医
療
機
関
の
総
合
職
で
活
躍
す
る
方
も
増
え
て
い
る
。学
生
の

皆
さ
ん
に
は
こ
の
業
界
で
働
く
こ
と
を
目
指
す
第
一
歩
と
し
て
、

ぜ
ひ
医
療
経
営
士
の
資
格
取
得
を
目
指
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

業
界
で
高
い
評
価
を
受
け
る

医
療
経
営
士
と
は

将
来
を
見
据
え
て
在
学
中
に

資
格
取
得
を
目
指
す
方
も

入
会
金・年
会
費
が
無
料
の

学
生
会
員
制
度
を
活
用
し
よ
う

図1

図2

医療経営士勤務先別人数と割合

累計合格者数（3級）職業別割合

■	その他
	 6.9%［845人］

■	病医院
	 16.4% ［2,017人］

■	病医院勤務者
	 18.3% ［4,234人］

■	その他（個人等）
	 8.9% ［2,052人］

■	学生
	 0.2%［29人］

■	医薬品卸
	 23.0%［2,831人］

■	医療関連企業
	 10.9%［1,341人］

■	医療関連企業勤務者
	 34.3% ［7,953人］

■	大学生・短大生
	 0.8% ［195人］

■	金融機関	
	 7.5%［927人］

■	金融機関
	 15.2% ［3,516人］

■	医薬品製造販売
	 35.2%［4,341人］

■	医薬品製造・卸売
	 21.5% ［4,994人］

■	医療機器製造・販売
	 1.0% ［238人］

累計合格者
23,182人 

「学生全員」制度活用のススメ

ヘル
ス
ケ
ア
業
界
で
働
く
た
め
の
パス
ポ
ー
ト

医
療
経
営
士
を
学
生
の
う
ち
に
取
得
し
よ
う
！

（2022年5月25日時点）

※図1と図2の項目名の違いは集計方法の違いによる

れ
て
い
る
研
究
会
等
に
も
参
加

で
き
る
。
実
際
に
ヘ
ル
ス
ケ
ア

分
野
で
活
躍
し
て
い
る
現
場
の

医
療
経
営
士
と
交
流
を
深
め
、

最
新
の
業
界
情
報
に
ふ
れ
る
こ

と
も
可
能
だ
。
ぜ
ひ
医
療
経
営

士
の
資
格
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

学
生
会
員
と
し
て
業
界
の
最
前

線
に
ふ
れ
る
機
会
を
持
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
現
会
員

の
皆
さ
ま
に
は
お
知
り
合
い
の

学
生
の
方
に
ぜ
ひ
本
制
度
を
ご

紹
介
い
た
だ
き
た
い
。
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ゴールデンウィーク明けの5月8日より新型コロナウイルス感染症の5類への移行が決まり、いよいよ
“ポストコロナ”の社会が始まることになる。コロナ禍でオンライン・リモートのみで行われていたセミ
ナーの形式も変わりつつあり、対面で直接会って話すことのできる機会が増えてきそうだ。医療経営士

　日本医療経営実践協会北海道支部の道北医療ネ
ットワークは３月14日、「病院経営の戦略的コス
ト削減について考えよう」をテーマに第８回とな
る研究会をオンラインで開催。昨今の物価高騰や
光熱費の上昇を踏まえたタイムリーなテーマ設定
もあってか、過去最多となる100名超の申し込み
があった。
　冒頭、道北医療経営ネットワークの事務局を務
める医療法人仁友会本部財務課の森康一氏が、コ
スト削減に関する参加者への事前アンケートの結
果を紹介。経営の根幹にかかわるようなコア業務
の外製化においてはコスト以外の要因が重要と感
じている医療機関が多い等の傾向を報告した。
　1つ目の講演は医療法人仁友会法人本部長の平
間康宣氏による「北彩都病院におけるコスト削減
の具体例」。平間氏は電気・ガスといったエネルギ
ー管理を一括で行うESCO事業の導入により10
％以上のコスト削減効果が見込めることや、蛇口
に取り付ける節水装置により使用に違和感なく節
水効果があったことを報告した。さらに下水道料

　日本医療経営実践協会関東支部の神奈川研究会
は、３月17日、43回目となる研究会をハイブリッ
ド形式で開催。「病院事務職って本当に必要です
か？」をテーマに、医療法人社団永生会永生総合研
究所所長の神戸翼氏が講演を行った。
　神戸氏は冒頭、今回のテーマ設定について「帰無
仮説により『病院事務職は不要だ』という仮説を否
定することで病院事務職が必要であるという結論
を導きたい」と説明。業務的な側面、資本主義的な
側面、価値観という３つの観点から病院事務が不
要なのかについて考察した。
　業務的な側面からの考察では、10～ 20年後に
国内の601職種のうち49％がAIやロボット等で
代替可能になるという資料をふまえ、ピックアッ
プした職種ごとに30の指標で分析。一般事務職と
医療事務職の比較では、「医療事務は慣習的な項目
が高く前例踏襲的」「他者とのかかわりは医療事務
のほうが強い」といった傾向を解説し両職種の差
異を強調。そのうえで、「施設課や用度、購買といっ
た分野ではAI・機械化が進みそうだが、広報や経営

金の計算方法について、自治体の認可を受け実際
に下水道に流れた水量を計測できると、一般的に
上水道の使用料のみなし水量で計測するより大き
な節約になることを紹介。また透析液の量をコン
ピュータ制御することで廃棄量を50％以上削減
できたとその効果を示した。
　最後に、コスト削減の課題として医療機関では
他の病院がやっていないとやらない前例踏襲主義
が強いことや、医療材料等については現場の声に
左右されやすいことを挙げ、マネジメント部門の
DX化の遅れと人材不足こそが根本的な要因にな
っているのではないかと疑問を投げかけた。
　次に市立芦別病院事務部長の黒田達也氏が「中
空知6公立病院のつながり方について」と題して
講演。札幌と旭川の間に位置する中空知二次医療
圏において病床再編や有資格者の確保、さらに働
き方改革への対応といった問題が山積するなか、
それぞれの自治体病院をつなぐ仕組みとして、患
者の診療情報を共有するためのネットワークシス
テム「そら‐ネット」と、医療材料等の情報連携とし

企画等のヒューマンスキルが求められる部分は残
るのではないか」とした。
　続いては資本主義的側面からの考察として、こ
こ20年の医療事務職の人数の動向を示し、高齢者
人口の増加と近い形で推移している点に注目。今
後20年を考えると高齢者人口が増加するなか生
産年齢人口は減少となり、都市部では病院事務職
のニーズは増えるものの働き手不足が課題に、地
方では他業種との競争になるのではと示唆した。
さらに給与面ではここ20年減少しており国公立
と民間の差が小さくなっていることを指摘。これ
からの人材不足のなかで病院事務職が売り手市場
になる可能性があるとし、「給与が上がればそれだ
けの価値創造が求められるため、事務職個人には
その準備が必要になる」との見方を示した。
　最後に価値観からの考察では、チャットGPTに
「病院に事務職は必要か」「病院の事務職の価値観
は」といった質問を投げかけ、その回答を紹介しな
がら解説。コミュニケーションスキルや医療に関
する知識・理解といった部分を有していればAIも

て購買データを共有できる「ＳＯＲＡ‐ユニット」
を紹介。同一材料の購買価比較が可能になり、標準
品への切り替えとベンチマークによる価格交渉に
よって大きな削減効果があったことを報告。購買
担当者会議開催による直接の人的交流を通して信
頼感が醸成できていたからこそ実現できたと述べ、
人口減退期における地域共通の課題を地域みんな
で解決していくことが大切だと語った。
　最後にエム・シー・ヘルスケア株式会社地域連携
支援ＵＴマネージャーの鴨下義一氏が登壇、「医療
機関におけるコスト削減に寄与するサービス紹介
と事例」として、病院経営の後方支援を行う同社の
サービスを紹介した。
　同ネットワークの研究会は年２回開催されてお
り、次回は夏頃を予定している。

求める存在になれると強調した。
　最後にまとめとして、神戸氏は「良い仕事」に言
及。「その仕事の100％が好きでなくても、毎日少
なくともいくつかのお気に入りの活動があればそ
れは良い仕事なのではないか」と述べ、「毎日消耗
感がなく、働くことで愛する人々から切り離され
ていると感じることがない、そんな働き方ができ
る仕事が良い仕事ではないか」とし、病院事務職も
そのような働き方ができるような仕事であり、決
して不要な職種ではないと結論づけた。
　神奈川研究会は隔月の第3金曜日に開催してお
り、次回は5月19日、メディリリーフ代表取締役の
荒井ゆき氏を講師に迎え、「心理的安全性」をテー
マに開催する予定だ。

平間氏（右下）は豊富な実践事例を通して具体的なソリュー
ションを提案

ハイブリッド形式での開催で、会場参加者もだんだんと増
えてきている

物価高騰のなか医療機関における
戦略的なコスト削減を考える

北海道
支部

「病院事務職は本当に必要なのか」をテーマに
さまざまな観点からの考察を展開関東支部

の皆さまには、対面ならではの深い学びを通して自身のスキルアップに励むこと
はもちろん、参加者同士の交流による新たなネットワークづくりも積極的に行っ
ていただきたい。今号では3月に開催された4支部の研究会の模様をお伝えする。
4月以降も全国各地で開催される研究会、皆さまのご参加をお待ちしている。



MMSNEWS ［2023年3月号］3

全国の地域支部が研究会を続々開催

最前線の学びと顔の見える関係づくりに向け
医療経営士として積極的に参加しよう!

※日程等は変更になる場合があります。詳細は協会ホームページでご確認ください。

日本医療経営実践協会  支部研究会スケジュール
開催日 開催支部 テーマ 講　師

4月14日（金） 東北
第15回　みやぎ仙台ネットワーク 
「経費高騰に打ち勝つ病院経営を考える」

佐竹直也 氏（医療法人松田会事務部部長）

4月26日（水） 関東
第3回　もっと幸せな医療研究会 
「行動経済学・ナッジ理論から」

豊島久雄氏（日本経済大学大学院ファーマシーマネジメント研究所）

4月21日（金） 関西
“イチ”からわかる　介護経営オンライン塾　第1回（全5回） 
「介護経営を取り巻く環境を学ぶ」

古株靖久氏（有限責任監査法人トーマツ） 
熊田圭佑氏（有限責任監査法人トーマツ）

　日本医療経営実践協会関西支部では、昨年の11月より、有限責任監査法
人トーマツのヘルスケア領域コンサルティング部門で活躍する古株靖久氏
を講師とした「“イチ”からわかる病院経営オンライン塾」を全5回で開催。最
終回となる第5回が3月18日に行われた。
　同講座は病院の経営分析から経営戦略に関する方法論を体系的に学ぶこ
とを目的として企画された。1回目から病院経営を取り巻く環境、病院の外
部／内部環境分析、病院経営戦略の策定と実行について学び、５回目は「病
院経営の改善手法を学ぶ」として具体的な改善手法の講義が行われた。
　古株氏は経営改善には「医業収益を増やす」か「医業費用を抑える」しかな
いとし、収益を増やす方法としては、ベンチマーク分析とトレンド分析によ
って取り組みの優先順位を決定することが大切と強調。「患者の来院パター
ンを把握したうえで、経営戦略に基づいてどこの患者セグメントを意図的
に増やすべきかを考えることが大事」とターゲットを明確にすることの重
要性を説いた。さらに取り組む順番については、「来院する患者を増やして
も受け入れる対応ができていないと断ることになってしまうのでそれが一
番よくない」と、まず院内調整を行うことの必要性を訴えた。
　費用抑制については、給与費、材料費、委託費に分けて解説。給与費につい
ては簡単に抑制できるものではないとしたうえで、例えば看護師数が適正
かどうかについては病床機能報告を活用したベンチマークで同規模同機能
の医療機関との比較が有効とし、「多かった場合でもすぐに解決しようと考
えず、5年後にはベンチマーク平均水準になるよう定年退職者分を補充し
ない等の戦略を取ることが大事」と長期的な視点の重要性を説いた。
　最後に古株氏は「医療業界を支える同志として地域医療を守るためにこ
れからも頑張りましょう」と参加者にエールを送った。参加者からは「事業
戦略のフレームワークを医療機関に当てはめていただいてとても分かりや
すかった」「具体的な事例を中心にした実践編も検討してほしい」といった

　日本医療経営実践協会九州支部沖縄県自主勉強会は、第8回勉強会を3月
17日にハイブリッド形式で開催。今回の勉強会は3名が登壇した。
　最初に登壇した那覇市立病院人事課長・教育研修グループ長の黒崎浩史
氏は「FOCUS人事業務～働き方改革だけじゃない人事のおしごと～」と題
して講演した。黒崎氏は人事には多岐にわたる業務があるなかで、近年では
SNSを活用した採用や高年齢労働者への対応といった新たな動きへの対
策が求められると指摘。DXへの取り組みとして看護職のシフト勤務をＡＩ
で作成することで勤務負担の軽減につなげた事例を紹介した。また自身の
取り組みについては、あらゆる業界において人事の仕事は存在するため、一
般企業の情報を積極的に収集し活用するようにしていると話した。
　続いては社会医療法人敬愛会中頭病院臨床教育開発センター主任の岡大
樹氏が「臨床研修部について～初期研修医へのサポートとこれからに向け
て～」を発表。沖縄県内には民間病院で構成される群星沖縄群、琉球大学病
院を中心としたRyuMIC群、県立病院で構成する県立病院群という３つの
病院群があり、「医学生に向けたレジナビ合同説明会等をオール沖縄として
３病院群が合同で行っている」という現状を報告した。さらに「初期研修医
の確保が医師の確保につながる」とし、ホームページやSNS以上に重要な
のは口コミであると断言。今実際に研修医として来ているドクターを大切
にすることを心掛けていると述べた。
　3人目として常翔学園広島国際大学3年生の奥間さくら氏が登壇、「医療
経営の学び～それは人と向き合うこと～」と題した特別発表を行った。現在
大学で医療経営を学んでいる真っ最中の奥間氏は、医療経営について「いの
ちと向き合う経営学」だと定義。現在のゼミに入り、病院見学や病院実習を
通して自分の将来像がイメージできたと語った奥間氏は、最後に自身の目
標について「病院の総合職に就くこと」とし、「組織で信頼される人材になり、
社会に貢献できる仕事を目指したい。医療経営を学び、医療マネジメントを

全5回のオンライン塾で
病院経営をイチから学び
実践力を身につける

現役大学生も登壇
さまざまな視点から
病院経営の最前線を学ぶ

関西支部九州支部

具体的で実践的な古株氏の解説は参加
者からも好評

現役大学生の奥間氏による発表のレベルの高さに
は驚きの声も聴かれた

声が聞かれた。
　4月からは古株氏を講師と
した「“イチ”からわかる介護
経営オンライン塾」を全5回
で開催する。

通じて日本の社会に貢献していきたい」
と力強く語った。
　3名の講演後に行われた質疑応答では
奥間氏のゼミの教官である丁井雅美准教
授も参加、活発な意見交換が行われた。
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■医療経営士応援企画は22年度改定の振り返り
■東京ツナクリニック院長大宮謙一氏のスペシャルインタビュー
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日本ヘルスケア経営学院 「医療経営士 実践研究講座」シリーズ
医療経営士としてのスキルとノウハウを伸ばす!

I N F O R M A T I O N

【実践研究講座シリーズ】
●	実践研究! 「知っておきたいこれからの医療税務」
	 ～ 2020年の税制改正からその先の展望まで～
●	実践研究! 「コロナ禍におけるDX」
●	実践研究! 「個人情報保護法の最新動向と医療機関における	実務対応」
●	実践研究! 「病院薬剤部門のマネジメント」
●	実践研究! 「収益予算のモニタリングとバリアンス対応の基本」

　ヘルスケア分野の経営人材を養
成・育成する日本ヘルスケア経営
学院では、日本医療経営実践協会
公認の医療経営士向けWEB講座
を開催している。
　ラインナップは、今話題のイン
ボイス制度が学べる「知っておき
たいこれからの医療税務」、院内で
のDXの進め方がわかる「コロナ禍
におけるDX」、漏えい時に知らな
かったでは済まされない「個人情

報保護法の最新動向と医療機関に
おける実務対応」、これからの病院
薬剤師について考える「病院薬剤
部門のマネジメント」、予算と収益
の分析と対応がわかる「収益予算
のモニタリングとバリアンス対応
の基本」と、明日からの実務に活か
せるものばかりである。隙間時間
等を活用して学び、知識・実践力を
磨いて、自身の成長にぜひ役立て
ていただきたい。

◎全講座共通
受講料（税込）	：	［医療経営士］3,300円　［一般］4,400円
講義時間	 ：	全45～ 65分（全3～ 5動画）
U R L	 ：	https://hcmi-s.net/weblesson-jissen/

事務局掲示板 BOOKS

懸賞論文「日本医療経営実践賞」案件募集中!
賞金100万円、応募締切は5月15日（月）

2023年度試験ポスターが完成
掲示していただける会員の方を募集中！

　当協会では第6回（2023年度）「医療経
営に関する研究助成」として、懸賞論文
「日本医療経営実践賞」の案件を募集して
います。募集内容は医療経営に関する論
文でテーマは自由。対象者は医療経営士
および医療経営に携わる個人・グループ

です。応募論文は選考委員会において公
正かつ慎重に審査し、最優秀賞には賞金
100万円が授与されます。
　応募締切は5月15日（月）、当日消印有
効。医療経営士の皆様からたくさんのご
応募をお待ちしています。

　2023年度「医療経営士」資格認定試験ポスターを
掲示していただける会員の方を募集しています。ご
希望の方は、「医療経営士試験ポスター希望」と件名
をつけ、お名前、所属先、肩書き、送付先住所、電話番
号、必要部数をご明記の上、下記お申し込みメールア
ドレスへご連絡ください。A4判フライヤーもご用意
しています。皆様のご応募をお待ちしています。

京都大原記念病院グループの取り組みから
これからの病院の役割を考える

　1981年にリハビリテーションに特化した急性期の後方病院
として開設された大原記念病院（現・京都大原記念病院）。現在、
京都大原記念病院グループの代表を務める児玉博行氏は同院の
開設以来、患者、そして地域のためにどのような機能があればよ
いのかを考え、実行に移してきた。
　介護施設の設立、訪問サービスの開始、シームレスな連携、生
活支援への取り組みなど、本書で紹介される同グループの取り
組みは現在の地域医療構想を先取りしていたことの証左であり、
先見の明に驚かされる。
　地産地消への取り組みや地域に根付く寺院との連携といった
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同グループが手掛ける地域再
生への試みは、地域と共生す
る病院の新たな役割を考える
際の道標となるだろう。


